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　2010年度に演習を履修中の 15名，履修修了の 5名，2011年度に履修中の 3名，履修修了の 5
11
演習教育における相談援助実務経験者の学び






























テキスト 20講（120時間） テキスト 24講（144時間） テキスト 24講（144時間）












































































































































































































































































１）「社会福祉士及び介護福祉士法施行規則」（昭和 62年 12月 15日厚生省令第 49号）第 2条及び「指定
施設における業務の範囲等及び介護福祉士試験の受験資格の認定に係る介護等の業務の範囲等につい





３）A大学では，演習のスクーリングを 4回（3年次に 2回，4年次に 2回）に分けて実施している．そ
のため，実習免除者は，演習後にその学びを現場に持ち帰り，その結果を演習教育の場に反映させると
いう循環による学びが期待できる．
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